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[1] 常微分方程式 について以下の問題を解きなさい． 
(1) 上の微分方程式の厳密解を求めなさい． 
(2) 上の微分方程式を中心差分により解く差分方程式を求めなさい． 

(注) 差分の刻みを とし とおくと中心差分は， 

と近似する方法である． 

(3) (2)で求めた差分方程式をエクセルもしくは Open Office Calcを用いて解き，(1)の厳密解と比

較しなさい． はオイラー法により と近似する．HPにオイラー法を用いた例

を置いておくので参考にすること．レポートには解析結果のグラフを添付すること． 

(4) t についての 2 次方程式 の 2 つの解を ， とすると，差分方程式

の一般解は で与えられることを示せ．線形独立な解

が 2つしかないことは示さなくてよい． 
(5) (2)で求めた差分方程式が不安定になる理由を説明せよ． 
 
[2] Cooley-Turkey型 FFTについて以下の問いに答えなさい． 
(1) 要素数を Nとすると，Cooley-Turkey型の FFTの計算コストが に比例する理由を述

べなさい． 

(2) 数列 を離散フーリエ変換して， となるとする． 

とするとき，Cooley-Turkey型の FFT を用いて計算すると， (n=0, 1, 

2, 3)は と により，どのように表されるか具体的に書き下せ． 
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